
 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０１８年度も早いもので７カ月が過ぎました。今夏は例年になく早くから暑かったので、夏が長か 

ったように感じられたのではないでしょうか。暑さを吹き飛ばしてくれたのが、甲子園での金足農業 

高校の活躍。全県民がわくわくどきどきしながらテレビにかじりつき、応援したと言っても過言ではな 

いでしょう。決勝戦では遊学舎でもパブリックビューイングを行いました。結果はともかく、約４０人 

が心を一つにして応援する醍醐味を味わいました。こんなわくわくする出来事をひと夏の夢で終わらせ 

たくありませんね。 

 以下に当法人が実施した事業のいくつかを報告します。事業の進捗がスムーズで終了済みのものも 

多いですが、これから開催する事業もありますので、どうぞご参加下さい。 
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      特定非営利活動法人あきたパートナーシップ 

    ニ ュ ー ス レ タ ー ＶＯＬ．１３７ 

遊学舎まつり ２０１８ 

毎年恒例の“遊学舎まつり”が１０月６～７日遊学舎を会場に開催されました。 

 日ごろ遊学舎で活動している３５サークル・団体がその成果を発表、展示する一大イベントです。

まつりの企画や実施の統括を担ったのは、遊学舎まつり実行委員会、春から何度も話し合いを重ね

計画を練りました。当日はふれあい広場でフリーマーケットも開催されたこともあって遊学舎内外

大勢の人で賑わいましたが、まつり実行委員に加えて、遊学舎サポートボランティアの方々の協力

もあり、混乱もなくスムーズな運営がなされました。 

 ６日は晴天に恵まれ、参加者は２１００人、７日は台風が近づき雨が降ったためフリマが中止に

なったこともあり、参加者は１６５０人でした。舞台発表、作品展示、体験等々、多彩な催物の何

れもプロ顔負けの出来栄えに、参加者から大絶賛の声が聞かれ、大盛況の２日間でした。 

上、まつりのオープニングセレ

モニーと若者のエネルギー

がはじけた和太鼓演奏 

 

左 食工房で食の体験 

 

右 サークルの作品展示 



遊学舎企画事業から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラージボール卓球教室  心も体も健康に ‼ 

 

 今ブームになっている卓球！やってみたいと思っていたけど 

チャンスがなかったという方も多いのでは。 

 今回のラージボール卓球は、通常の卓球より４mm 程度大きく 

軽いボールを使うため、初心者、高齢者、子どもでも楽しめる 

卓球である。今年７月から９月まで月２回実施し、６回の教室を 

終了した。 

 このたびこの講座の参加者たちが卓球サークルを結成。 

毎月２回午前９時３０分～１１時３０分、遊学舎会議棟で実施する。 

 

今後の開催日時は                        

１１月 ９日（金）、 ２２日（木） 

１２月 ７日（金）、 ２７日（木） 

１月 １１日（金）、２５日（金） 

２月 １日（金）、 １５日（金） 

旅くらぶ“楽しい旅の話をしましょう” 

 

 講師は、日本国内だけでなく、世界各国を

訪ねた経験を持つ旅のスペシャリスト菅原梯

祐氏。月に１回第３火曜日の夜、１９時～２

０時３０分、研修室６（蔵）で開催してい

る。キャンプをしながら北海道を旅した話、

フランスのいなかや古城を訪ねワインを楽し

みながら廻った話など、旅の達人ならではの

様々な逸話に時が経つのも忘れてしまう。参

加者からも体験談が出てきて、場は一層もり

あがり、会場全体で旅を楽しんでいる気分に

なる。 

 

 

野菜ソムリエから学ぶ ”野菜のパワー” 

 

 地場産野菜を使ったアイディア料理を 

教わりながら、野菜の持つ力を学ぶ講座。 

 講師は、野菜ソムリエアンバサダーの佐藤

司彩さん。月に１回概ね第４木曜日の夜 

１８：３０～２０：３０、食工房で実施して

いる。大根、じゅんさい、きのこなど数々の

秋田産野菜が、日本料理、韓国料理、イタリ

ア料理などに活かされて大変身、すぐ実践で

きるのが何より。子どもから高齢者まで、多

世代が一緒にクッキングを楽しんでいる。 

 これまで５回実施、今後は１１月２９日

（木）に開催予定。 

 

 

 

 

 

これまで５回実施

次回は１１月１３

日（火）の予定。   

 

会費は１回１０００円。 

問い合わせは遊学舎まで。 



 昭和館にはコレクションの中から多くの漆器が展示され

た。最近はなかなか使うことのないお膳、重箱、お椀などが

各部屋に趣向を凝らして並べられた。 

２６日のオープニングにはあきた舞妓が踊りを披露、昭

和館がぱっと華やいだ。 

３０日には「蔵」にレトロなカフェを再現。古いレコード

を聴きながらおいしいコーヒーを味わった。 

まさにタイムスリップを満喫した５日間だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスリップ 古民家生活 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリーマーケット 

 

NPO・ボランティア活動の支援や、一般家庭の不用品の再利用を図り、ゴミの減量とリサイクルを目的とし

て実施するフリーマーケット。今年度は「遊学舎」ふれあい広場や昭

和館を会場に既に８回実施している。 

ふれあい広場では３０団体、昭和館では１０団体を募集するが、毎回

希望が多く抽選で参加団体を決定する盛況ぶりである。 

今年はこのあと３回実施予定。 

１２月２日（日）は昭和館で、１月１３日（日）、２月１７日（日）は、

会議棟で実施する。申込み受付は実施日の１か月前から。 

詳細問い合わせは遊学舎へ。 

 

写真 

８月２６日～３０日、昭和館全館で

「タイムスリップ 古民家生活」を

テーマに展示会を開催した。NPO法

人油谷コレクションとの共催。 

「油谷これくしょん」は、横手出身、 

秋田市在住の油谷満夫さんが古い

生活用品等 60年以上かけて集めた

50 万点にもおよぶコレクション。

この度、その一部を有形文化財であ

る遊学舎昭和館に展示し、広く皆様

に見ていただく機会とした。 



あきたパートナーシップ受託事業から 

 

あきた若者塾 

 

 若者の地域における元気創出等の取組への主体的な参画を促進し、地域の担い手となる若者の育成とネ

ットワーク化を図ることを目的とした「あきた若者塾」が 7 月から開催されている。今年で３回目、高校

生・大学生から社会人まで約４０人が参加している。 

塾全体を統括する塾長は、公立大学法人国際教養大学教授熊谷嘉隆氏、塾のファシリテートは、Akita 

Age Labプロジェクトマネージャー柳澤龍氏が務めている。塾では県内外の講師による地域活性化等に関

する講演や県内各地（五城目町・羽後町）での体験型研修など、計8回の講座を通して『秋田を元気にす

るプラン』を考える。今までに既に５回の講座を実施、毎回塾生たちはお互いの思いや興味を共有しなが

ら、ワクワクした雰囲気の中で講座を楽しんでいる。 

最終講座（12月9日/会場：遊学舎）は、『秋田を元気にするプラン』提案コンテストを公開で行う。参

加自由なので、ぜひ大勢の人に若者の地域への思いを聴いて頂きたい。 

 

 

 

福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業 

  

ふくしま連携復興センターからの受託事業。東日本大震災で被災し、福島県外に避難した

方々の自立に向けた生活再建や帰還に向けた情報提供、相談対応拠点として、秋田県、岩手県、

青森県を含めて運営している。 

説明会、相談会、交流会を青森県では９月２２日に青森市、２３日に弘前市、１０月２７日

に八戸市で実施した。秋田県では県被災者支援室と協働で１０月２０日生涯学習センターを

会場に実施。今後もバスツアーなどを企画している。問い合わせは遊学舎へ。 

熊谷塾長 記念講演の様子 

講座の様子 


